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東京都高等学校吹奏楽連盟 規約 

  

 

第１章 総 則 

（名称） 
第１条 本連盟は、一般社団法人全日本吹奏楽連盟の会員として、また東京都吹奏楽連盟の

部門連盟として「東京都高等学校吹奏楽連盟」（略称「高吹連」）と称する。 
 
（事務局の所在地） 
第２条 本連盟は、事務局を郵便番号 156-0055、東京都世田谷区船橋七丁目 22番 1号の大

東学園高等学校内に置く。 
      
（組織）    
第３条 本連盟は、東京都内の国公立ならびに私立高等学校等による吹奏楽部(団)をもって

組織する。 
２．同一経営の学校法人による２校以上で組織する吹奏楽部(団)およびその小・中学生を含

むことができる。 
 
 

第２章 目的および事業 

（目的） 
第４条 本連盟は、一般社団法人全日本吹奏楽連盟の掲げる目的に則し、連盟の事業活動等

を通して東京都内の高等学校における吹奏楽による音楽の向上、普及を図り、もっ
て 我が国の音楽文化発展に寄与することを目的とする。 

 
（事業） 
第５条 本連盟は、前条の目的を達成するために次のうち必要な事業を行う。 
 (1)コンクール 
 (2)アンサンブルコンテスト 
 (3)バンドフェスティバル（定期演奏会） 
 (4)講習会 
 (5)顧問・指導者研修会 
 (6)マーチングに関する事業 
 (7)その他、必要と認められる事業 
 
 

第３章 役員および事務局 

（役員の構成および定数） 
第６条 本連盟に次の役員を置く。 
 理事長     １名 
 副理事長    ３名以内 
 常任理事    ７名以内 
 理事      ３０名以内、ただし、理事長、副理事長および常任理事の定数は、この

理事定数に含まれる。 
 監事      ３名以内 
 
（役員の選任）    
第７条 役員の選任は次のとおりする。 
  (1)理事は、加盟校の顧問および登録指導者の中から選任される。選任方法は理事会にお

いて別に定める。 
  (2)理事には学識経験者を含むことができる。 
 (3)理事長、副理事長および常任理事は、理事の中より互選にて決定し、理事会において

選任される。ただし、互選の方法については理事会において別に定める。 
  (4)監事は、理事会において選任し、委嘱する。  



（役員の職務） 
第８条 役員の職務は次の通りとする。 
  (1)理事長は、本連盟を総括して本連盟を代表する。 
  (2)副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故等があるときは、理事長の職務を代行す

る。この場合、副理事長の互選により理事長代理１名を決めるものとする。 
  (3)常任理事は、理事長および副理事長を補佐し、常任理事会を運営して本連盟の運営及

び事業全般についての職務を行う。 
  (4)理事は、理事会を運営し、この連盟の運営及び事業全般について審議・議決して執行

する。 
  (5)監事は、本連盟に係る事業の実施状況、財政の状況及び役員の職務執行状況について

監査し、理事会において報告しなければならない。また、監査の結果、不適切な事実が
判明したときは、速やかに理事会に対して適切な処置をとるよう勧告する。 

 
（役員の任期） 
第９条 役員の任期は２年とし、再任することができる。 
 
(役員の解任) 
第１０条 役員が次の各号の一つに該当するときは、常任理事会の審議を経て理事会におい

て議決権を有する理事会構成員の３分の２以上の議決により解任することができ
る。 

  (1)心身の故障により職務の執行に堪えられないと認められるとき。 
  (2)役員として相応しくない行為等があると認められるとき。 
 
(役員の補充) 
第１１条 役員に欠員が生じたときは、次のとおり補充する。 
  (1)理事長に欠員を生じたときは、第７条の(3)の規定にしたがい選任する。 
  (2)副理事長に欠員が生じたときは、必要に応じて第７条の(3)の規定にしたがい選任す

る。 
  (3)常任理事及び理事に欠員が生じたときは、第７条の(1)及び(3)の規定にしたがい選任

する。 
  (4)監事に欠員が生じたときは、第７条の(4)にしたがい委嘱する。 
２．補充する役員は、理事会を開催して選任又は委嘱する。 
３．欠員により選任又は委嘱された役員の任期は、前任者の残存期間とする。 
 
(事務局の設置) 
第１２条 本連盟の事務を処理するため、事務局を置く。 
２．事務局に事務局長１名、事務局次長若干名、事務局員若干名を置くことができる。 
３．事務局長、事務局次長及び事務局員は、理事長が任免する。 
４．事務局長、事務局次長及び事務局員は、理事長及び監事を除く役員が兼任することがで

きる。 
 
 

第４章  会長･副会長･顧問および相談役 

(会長、副会長、顧問及び相談役) 
第１３条 本連盟に会長、副会長、顧問及び相談役を置くことができる。 
２．会長は１名とし、副会長、顧問および相談役は定数を規定しない。 
３．会長、副会長、顧問および相談役は、理事長及び理事会の諮問機関とする。 
 
(会長、副会長、顧問および相談役の推薦、委嘱及び任期) 
第１４条 会長、副会長、顧問および相談役は、理事会において推薦し、理事長が委嘱す

る。 
２．会長、副会長、顧問および相談役の任期は 2年とし、再任することができる。 

  



第５章 機 関 

(機関の設置) 
第１５条 本連盟に次の機関を置く。 
 (1) 総会 
 (2) 理事会 
 (3) 常任理事会 
 (4) 実行委員会 
 (5) その他、必要と認められるもの 
 

第１節 総会 

（総会の機能） 
第１６条 総会は、本連盟における最高議決機関とし、次の事項を審議し、議決する。 
 (1)事業報告および事業計画の承認 
 (2)予算および決算の承認 
 (3)役員の承認 
 (4)規約の変更 
 (5)その他、必要と認められるもの 
 
(総会の構成) 
第１７条  総会は、第３条で定める加盟校の顧問、指導者、生徒および第６条で定める役員

及び第１２条で定める事務局によって構成される。 
 
(総会の招集) 
第１８条 総会は、理事長が召集し、毎年４月に開催する。 
 
(総会の定足数) 
第１９条 総会は、加盟校の過半数以上の出席がなければ開催することができない。 
２．前条の場合において、委任状提出者は出席者とみなす。 
 
(総会の方法) 
第２０条 総会の議事運営は、加盟校の顧問、指導者の中から議長を選任し行う。 
 
（総会の議決） 
第２１条 総会の議決は、出席した加盟校の過半数をもって議決する。ただし、可否同数の

場合は議長の決するところによる。 
２．議決権は、加盟校一校一票とする。 
 

第２節 理事会 

(理事会の機能) 
第２２条 理事会は、本連盟における執行、議決機関とし、次の事項を審議、議決し執行す

る。 
 (1)事業に関すること 
 (2)財務の運用に関すること 
 (3)役員の選任に関すること 
 (4)会長・副会長・顧問・相談役の推薦に関すること 
 (5)規約に関すること 
 (6)その他、必要と認められること 
 
(理事会の構成) 
第２３条 理事会は、第６条で定める役員及び第１２条で定める事務局によって構成され

る。 
 
(理事会の招集) 
第２４条 理事会は、理事長が招集し、年４回以上開催する。 
 



２．理事長は、理事の３分の１以上から会議に付議すべき事項を示して理事会の招集を請求 
されたときは、速やかにこれを招集しなければならない。 

 
(理事会の定足数) 
第２５条 理事会は、理事の過半数以上の出席がなければ開催することができない。 
２．前条の場合において、委任状提出者は出席者とみなす。 
 
(理事会の方法) 
第２６条 理事会の議事運営は、原則として副理事長が議長を務めて行う。 
 
(理事会の議決) 
第２７条 理事会の議決は、この規約に別段の定めがない限り、監事及び事務局を除く理事

会出席者の過半数をもって議決する。ただし、可否同数の場合は理事長の決すると
ころによる。 

２．議決権は、議長、監事及び事務局を除く理事会構成員一人一票とする。 
 

第３節 常任理事会 

(常任理事会の機能) 
第２８条 常任理事会は、本連盟に係る運営、財務および事業の計画と実施の方針審議機関

として、本連盟の全てについて掌理する。 
 
(常任理事会の構成) 
第２９条 常任理事会は、理事長、副理事長、常任理事、実行委員長および副実行委員長、

事務局長および事務局次長によって構成される。 
 
(常任理事会の招集) 
第３０条 常任理事会は、理事長が随時招集する。 
 
(常任理事会の定足数) 
第３１条 常任理事会は、実行委員長および副実行委員長と事務局を除く常任理事会構成員

の過半数以上の出席がなければ開催することができない。 
２．前条の場合において、委任状提出者は出席者とみなす。 
 
(常任理事会の方法) 
第３２条 常任理事会の議事運営は、原則として副理事長が議長を持ち回りで務める。 
 
(常任理事会の議決) 
第３３条 常任理事会の議決は、実行委員長および副実行委員長と事務局を除く常任理事会

出席者の過半数をもって議決する。ただし、可否同数の場合は理事長の決するとこ
ろによる。 

 

第４節 実行委員会 

(実行委員会の機能) 
第３４条 実行委員会は、この連盟が主催する事業の運営全般を担当する。 
２．この連盟に次の実行委員会を置き、各事業を担当する。なお、必要に応じて他に実行委
 員会を編成することができる。 
   コンクール実行委員会 
   アンサンブルコンテスト実行委員会 
   バンドフェスティバル実行委員会 
   講習会実行委員会 
 
(実行委員会の構成) 
第３５条 実行委員会は、理事長、副理事長、監事を除く理事によって構成される。 
２．実行委員会には委員長を置く。必要な時は副実行委員長を置くことができる。 
３．実行委員および委員長は、常任理事会において選任する。 
 



(実行委員会の招集) 
第３６条 実行委員会は、理事長の承認の上で、実行委員長が招集する。 
２．実行委員会には、委員の他、理事長、副理事長、事務局長、事務局次長および委員長の
承認した者の出席ができる。 

 
(実行委員会の方法) 
第３７条 実行委員会は、原則として実行委員長が議長を務めるものとする。 
 
 

第６章 財務 

(会計の出納) 
第３８条 本連盟は、連盟費のうち東京都高等学校吹奏楽連盟運営費、諸事業による収入

金、寄付金等をもって支弁する。 
２．この連盟の会計に係る出納方法等については別に定める。 
 
(会計年度) 
第３９条 本連盟の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 
 
 

第７章 規約改正 

(規約の改正) 
第４０条 本連盟の規約を改正するときは、総会において議決権を有する総会出席者の３分

の２以上の議決を要する。 
 
 

第８章 補則 

(内規の制定) 
第４１条 この規約に必要な細則等の内規は、常任理事会の審議を経て理事会において定め

ることができる。 
 
 

               付則 

                     昭和４８年７月１０日   制  定 
                     昭和６１年４月２６日   一部改定 
                            平成 ５年４月１７日   一部改定 
                                       平成 ７年４月２２日   一部改定 
                                       平成 ９年４月２６日   一部改定 
                                      平成１１年４月２４日      一部改定 
                     平成１５年４月２６日   一部改定 
                     平成１９年４月２１日   一部改定 
                     平成２０年４月１９日   一部改定 
                     令和 ３年４月２９日   一部改定 
                     令和 ８年３月１７日   一部改定 


